
原油価格の高騰によるプラスチック不⾜や輸入ルートの脆弱性に対応していくために︕ バイオプラの基礎知識や材料特性、射出成形のノウハ
ウについて、本分野におけるパイオニアがポイントを押さえて解説︕ さらに本場欧米における最新動向についても生の情報を提供します。 

    

 

    

    

    

    

    

    

    
 
 
    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

    

    

 

  

形式︓対⾯セミナー（配信あり） 補⾜︓ オンライン配信を実施します。会場での受講が難しい場合はオンラインでご受講ください
（録画配信となります。配信開始は開催後 3 営業日以内。配信期間は 10 日間程度） 

ジャンル︓機械 講習会コード︓ t d s 2 0 2 6 1 0 0 2 h 1 

●日 程 2026 年 10 月 2 日（⾦） 13︓00 〜16︓00  
●会 場 テックデザインセミナールーム（東京 九段下駅／飯田橋駅）※9/11（⾦）までにお申込の場合、 22,000 円 （2 割引）となります 
●受講料 ①対面受講 27,500 円（税込／テキスト付） ②オンライン受講 27,500 円（税込／テキスト付） 

欧米の"生"の最新情報がわかる！ ナフサ価格に翻弄されない 

【バイオプラスチック射出成形】の基礎知識と最新展望 

講師 ：小松技術士事務所 所長 ものづくり名人 小松 道男 氏 

 1983 年 アルプス電気株式会社に入社。1993 年 小松技術士事務所を設⽴。1996 年 国⽴福島高専非常勤講師（生産⼯学講座、知的財産権講座）に着任
し、現在に至る。すみだ中小企業センター 企業相談員、フランス共和国 Rhône-Alpes 州クラスター親善大使、官公庁及び公益財団法人等の委員を多数歴任。 

 専門として、プラスチック射出成形⾦型の開発、射出成形システムの研究、ポリ乳酸（PLA）射出成形ビジネスの事業化、超臨界微細発泡射出成形技術
（MuCell®）の研究、バイオプラスチック応用技術開発等を展開し、特に欧米のプラスチック技術、⾦型技術に精通している。 

Ⅰ．バイオプラスチックの基礎知識 
１．バイオプラスチックの定義 ２．バイオプラスチックの開発ヒストリー 
３．バイオプラスチックを巡る各国の政策と普及状況 

Ⅱ．主要なバイオプラスチックの特性 
１．ポリ乳酸 ２．ＰＨＡ 
３．ＰＢＡＴ ４．ＰＢＳ 
５．カゼイン樹脂 ６．バイオポリアミド 
７．バイオポリエチレン 他 

Ⅲ．ケーススタディ～世界の多様なバイオプラスチック製品から学ぶ 
１．食器 ２．包装資材 
３．農業用途 ４．水産用途 
５．玩具・文具 ６．建設資材 
７．自動車・モビリティ部品 

Ⅳ．バイオプラスチックの射出成形加工技術 
１．耐熱ポリ乳酸の射出成形技術 ２．薄肉ポリ乳酸容器の CO2 超臨界射出成形技術 
３．耐熱ポリ乳酸の N2 超臨界微細発泡射出成形技術 ４．バイオマスコンパウンドの N2 超臨界微細発泡成形技術 
５．バイオプラスチック用バルブゲート技術 

Ⅴ．質疑応答／名刺交換 

＜本講座での習得事項＞ 
１．バイオプラスチックの正確な基礎知識 ２．バイオプラスチックの欧米・中東・アジアにおける最新展望 

３．主要なバイオプラスチックの特徴 ４．バイオプラスチック応⽤製品の事例をビジュアルに多数紹介 

５．ポリ乳酸の多様な射出成形技術の解説 
＜講義概要＞ 

イラン・イスラエル・米国戦争によるホルムズ海峡封鎖やウクライナ・ロシア戦争の余波で原油やナフサ価格が急騰し、化石資源を原
材料とするプラスチックの調達途絶やコストアップが企業戦略に大きな影響を及ぼしています。結果として自動車や輸送機器、エレクト
ロニクス製品、包装、医療機器、食品、建設資材などプラスチックを使用する産業では化石資源の動向に影響を受けにくいバイオプラス
チックへの関心が急速に高まっています。 

バイオプラスチックは原材料を植物や動物のバイオマスとする材料です。自然界に存在する微生物により生分解する素材も商業化され
ており、気候変動の抑止、海洋マイクロプラスチック問題の解決に有効です。優れた特徴を有する一方で生産量が少なかったために素材
コストが高く普及への障害となっていましたが、量産体制の整備が進んだことから化石資源由来プラスチック価格の高騰による安定供給
が見通せないリスクと比較した場合、バイオプラスチックの優位性がクローズアップされてきています。 

バイオプラスチックの製品設計においては、その特性を正確に把握し使用時の性能と廃棄時の特性をバランスさせることが重要です。
また、性能を保証するための成形加工技術や金型技術の習得も重要なキーポイントになります。見た目は化石資源由来プラスチックとほ
とんど変わりませんが、加工条件の安定化にはノウハウが必要になります。さらに、製品のコストダウンを図るためにはホットランナー
の採用や製品薄肉化、多数個取りなどの工夫も求められます。 

 本講座ではバイオプラスチックの製品開発と射出成形技術のパイオニアの一人である講師を招聘し、バイオプラスチック製品を着実
に効果的に実用化するためのポイントを具体例に基づいて解説します。さらに、講師が自ら欧米へ渡航して収集したフレッシュな最新情
報についても提供します。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 

お申込について 
① 以下のいずれかの⽅法でお申込みください 
 
 
 
 
 
 
 
 
② お申込受付後、受付完了のご連絡（メールまたはお電話）をいたします 
③ 請求書等をお送りいたします 
＜注意＞ 
① お申込後１週間たっても受付完了の連絡がなかった場合は、お⼿数ですが、弊社までご連絡ください 
② 開催日の 7 日前以内のキャンセルはお受け致しかねます。必要に応じ代理の⽅のご出席をお願いいたします 
 
お⽀払について 
＜期日＞ 
受講料は講習会開催日の翌月末日までにお⽀払いください 
※期日までに間に合わない場合は、対応いたしますのでご⼀報ください 
＜⽅法＞ 
①銀⾏振込（振込⼿数料は御社にてご負担願います）  
②クレジットカード（⽀払⽅法はメールでご案内します） 

 
 

 
 

 

主 催 
申込・問合先 

名 称 株式会社テックデザイン（ http://www.tech-d.jp/ ） 
住 所 〒102-0072 東京都千代田区飯田橋 1-12-15 九段大和ビル 3 階 
電 話 03-6261-7920 FAX 03-6261-7924 

E-mail entry@tech-d.jp （申込） /  info@tech-d.jp （問合） 
 

【お振込先】 
振込先銀⾏ 三井住友銀⾏ 

⽀店 多摩センター⽀店（909） 
⼝座番号 (普) ０９７３５２２ 

名義 株式会社テックデザイン 

A FAX  上記に必要事項をご記入の上、送信ください 

B E-mail 
送信先︓entry@tech-d.jp 
メール本⽂に＜①【申込講座】 ②【会社名】 ③【所在地】 ④【⽒名】 ⑤【所属】 ⑥【Email】 ⑦【TEL】 
⑧【⽀払⽅法】、⑨【⽀払予定日】＞をご記入の上、ご送信ください 

C Web https://tech-d.jp/ の各講座のページからお申込みください 

 

＜お申込要項＞ 
下記に必要事項をご記入の上、FAX にてお申込みください （※は必須です） 

申込講座 2026/10/2 
欧米の"生"の最新情報がわかる！ ナフサ価格に翻弄されない 

【バイオプラスチック射出成形】の基礎知識と最新展望 

申込プラン 

＜セミナーにお申込の場合＞ 
複数の申込プランがある講座については、申込プランの番号
をお知らせください。 
①対面受講 ②オンライン受講 

＜オンデマンド講座にお申込の場合＞ 
受講開始日は毎月の第 2 月曜日と第 4 月曜日となりま
す。ご希望日をご記入ください。 
※申込期限は視聴開始日の 1 週間前となります。 

申込プラン︓  受講開始日︓         ⽉ の 第          ⽉曜日 

会社名※  

所在地※ 

（請求書等の送付先） 

〒 

参加者① 

⽒名※  TEL※  

所属※ 
 FAX  

役職  
Email※  @  
会員登録 □ 登録する    □ 登録しない   （登録料・会費はかかりません。お得な割引や会員イベント情報等を配信します） 

⽀払⽅法※ □ 銀⾏振込（紙請求書） □ 銀⾏振込（PDF 請求書） □ カード⽀払い  □ 未定のため後日連絡する 

⽀払予定日※ □［    ］⽉［    ］日ごろを予定している    □未定のため後日連絡する 

備考※ 
 

※【個人情報の取扱いについて】 ご記入された個人情報については、当社規定の「個人情報の取扱い」に基づき、適切に管理・運 
用いたします（詳細 https://www.tech-d.jp/privacy/apply̲privacy.pdf ）。 

 

FAX 
03-6261-7924 

 


